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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 

 熊本県立岱志高等学校定時制 令和５年度（２０２３年度）学校評価表  

１ 学校教育目標 
生徒・保護者・教職員・地域が「岱志に来てよかった、岱志にやってよかった、岱志に勤めて

よかった、そして岱志がここにあってよかった。」と思える学校を目指す。 
～総合的人間力の育成～ 

１ 夢（志）を描き、夢の実現への挑戦 
･･‥‥ 志を育み、励まし、鍛え、伸ばす 

２ 心の教育の充実  ‥‥･･ 自己肯定の心と命を大切にする心、郷土を愛する心の育成 
３ 生徒指導の充実  ‥‥･･ 基本的生活習慣の確立及び自律心の育成 
４ 確かな学力の育成 ･･‥‥ 基礎・基本の確実な定着。個に応じた指導の充実 

 

２ 本年度の重点目標 
本年度のスローガン「共に学び 共につくる 新たなカタチ」 
（１）特色ある学校づくりを推進する。 
（２）学力の向上と進路保障の取組を強化する。 
（３）健全な心身を育成する。 
（４）安心・安全な学校を維持する。 
（５）地域社会の期待に応え、活力ある学校づくりを行う。 
（６）定時制の特色化を推進する。 

 
３ 自己評価総括表         ※｢成果と課題｣の部分は、○：成果 △：課題・改善・継続等 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 大項
目 

小項目 

学
校
経
営 

〇学校教育目
標の具現化 

 

〇教育の重点目標
達成に向けた実
践 

〇業績評価に
おいて全職
員が掲げた
取組目標の
達成 

○生徒にとっ
て安心･安全
な環境づく
り 

〇｢生徒を第一
｣に考えた各
自の目標達
成に向け、
日々の教育
活動実践 

〇全職員が情
報を共有し
チームとし
て対応でき
る職員集団
の形成 

 
Ｂ 

○職員自らがそれぞれ
の業務を意識して実
践できた。 

△今年度は、職員不在
のため自習で対応し
なければならない期
間があった。職員が
少人数であり、多く
の業務を兼務してい
るなかで、チームと
してカバーしあえる
集団形成が課題であ
る。 

〇定時制教育の充
実 

〇定時制生徒
会スローガ
ン｢共に学び
共につくる
新たなカタ
チ｣の実践 

〇生徒と教職
員が本校定
時制の一員
としての誇
りを持ち信
頼関係の確
立 

〇学習･生活･
進路等への
的確な指導･
支援の実践 

 
Ｂ 

○生徒の実態に合わせ
た学習や生活･就労
の指導や支援ができ
た。 

○生徒会を中心に生徒
たちが主体性を持っ
て学校行事を実施で
きた。 

△生徒会の生徒だけで
なく全ての生徒の意
欲高揚､生徒･職員間
の信頼関係づくりを
今後も深めていく｡ 

〇外部への本校定
時制に関する効
果的な情報発信 

〇ホームペー
ジや定時制
だより等を
活用した広
報活動の充
実 

〇ＨＰ記事を
行事１週間
以内に更新 

〇定時制だよ
りを年５回
発行 

 
Ａ 

○HPを学校行事終了後
できるだけ早い時期
に更新できた。 

○広報誌「夕凪」を予
定通り発行すること
ができた。 

△定時制の学校行事を
報道機関に取材依頼
したが、取材はあっ
た。新聞掲載は２回
のみであった。 

  



２ 

 〇教育のＵＤ
化 
 

〇生徒個々への的
確な対応及び指
導 

〇職員・生徒
のコミュニ
ケーション
スキルの向
上 

〇支援を要す
る生徒等へ
の適切な対
応 

〇日頃から生
徒との会話
を重視した
言語環境を
実践 

〇生徒の課題
は毎日の連
絡会時に共
通理解し､組
織で対応 

 
Ａ 

○昼・夜２回の連絡会
のなかで生徒情報を
全職員で共有し、生
徒指導に活かした。 

○多様な家庭環境･特
性を持った生徒に対
して､全職員で知恵
を出しながら効率の
上がる指導をするよ
う実践した。 

 

〇新学習指導要領
に沿った定時制
課程教育の充実 

〇新教育課程
と本校定時
制での学習
指導並びに
観点別評価
の運用 

〇新学習指導
計画並びに
観点別評価
基準の実施
と改善 

 

 
Ｂ 

○1・2年生が新教育課
程となり、改善を重
ねながら観点別評価
を導入している。 

△今後も教務部を中心
に本校定時制の特色
を出した教育課程の
編成と評価に取り組
む予定である。 

○業務改革 ○能動的な業務姿
勢 

○職員自らが
気づき変わ
り、主体的
に考えた業
務の実行と
改善 

○前例踏襲あ
りきではな
く、改善す
る意識を持
った主体的
な業務遂行 

Ｃ 

△一部ではあるが、物
事を自ら考えず、常
に指示待ちの姿勢が
見られる状況があっ
た。 

△様々な課題に直面し
た際、自ら視点を変
える柔軟さを持てる
ようにすることが今
後の課題である。 

○会議･研修等の
効率化 

○時間を有効
に活用した
会議･研修等
の実施 

○会議等の時
間短縮 

○昼の連絡会
の有効的な
活用 

Ｂ 

○会議では、資料を事
前に配付し、会議時
間の短縮を行った。
また昼の連絡会を
有効に活用し、研修
を実施している。 

○働き方改革 ○風通しの良い職
場環境 

○職員全体で
課題に向か
う集団形成 

○職員が課題
を抱え込ま
ず意見や相
談などを伝
えやすい職
場づくり 

Ｂ 

△「報告･連絡･相談」
機能しない場面が
あった。 

△職員間での適度な
距離感とコミュニ
ケーション能力の
向上が課題である。 

○職員の健康・安
全の保持 

○職員が健康
でやりがい
を持って業
務にあたる
環境づくり 

○職員が互い
に変化等に
気づきサポ
ートし合え
るような職
場環境づく
り 

Ｂ 

△職員数が少人数であ
る定時制では一人で
も欠けると業務に支
障が出る。今後は職
員が一枚岩になって
お互いをサポートし
あえる職場環境作り
が目標である。 

  



３ 

学
力
向
上 

〇基礎・基本
の確実な理
解と定着 

 

〇全職員による個
々の生徒の学力
把握と分析の共
有 

〇基礎学力診
断テスト｢BI
G GATE｣等に
よる学力分
析の全職員
での共有と
情報交換 

〇分析結果を
ふまえた学
習課題の設
定と授業計
画の改善、
考査の作成 

Ａ 

○ 学力分析会や生徒理
解研修をもとに全職
員で生徒の学力や特
性の把握に努め、学
習内容や考査作成、
成績の算出等に活か
した。 

〇出席率の向上と
授業時間の厳守 

〇出席率８７
％以上（R4年
度出席率86.24
 ％） 
〇安易な授業

遅刻・早退
・欠課の減
少 

〇欠課時数・
欠席理由の
把握と共有 

〇遅刻・欠席
等が多い生
徒との面談
充実 

〇保護者・家
庭との連携
の維持 

Ａ 

○放課後の連絡会や空
き時間等で生徒の状
況や欠席の理由など
を共有し、欠席が多
い生徒については担
任や教科担当者で連
携して対応した。出
席率は87.75％だっ
たが、安定して出席
する生徒と欠席が多
くなる生徒が二極化
している。 

○欠点保持、出席時数
不足生徒対象の保護
者会を実施した。改
善がみられない生徒
もいたが、一定の成
果はあった。今後も
家庭との協力体制構
築に努める。 

〇個に応じた
指導・支援
の充実 

 

〇個々の生徒にお
ける学習上の課
題の把握や支援 

〇生徒の課題
を全職員で
情報共有す
るとともに
、協力しな
がら学習面
等あらゆる
面での課題
の解決 

〇生徒の情報
共有、職員
の相談やア
ドバイス等
が気兼ねな
くできる職
員間のサポ
ート体制づ
くり 

〇生徒への適
切な声かけ
並びに信頼
関係の構築 

Ｂ 

○担任、教科担当者、
養護教諭等で情報を
共有し、多角的な視
点で生徒の指導、サ
ポートにあたった。 

△考査前学習会を企画
し、生徒の課題に対
する指導を行ってき
たが指導の必要な生
徒の参加が少ない。
生徒への声かけの工
夫を考えていく。 

〇授業改善 〇UDや特別支
援教育の視
点に立った
「主体的・
対話的で深
い学び」へ
と導く授業
の実践 

〇ICTを活用し
た教材づく
り 

〇日ごろの授
業を常時公
開 

〇生徒の状況
や教授方法
等について
情報交換 

〇ICT機器を活
用しわかり
やすく、学
習意欲が高
まる教材の
工夫と情報
の共有 

Ｂ 

○タブレットや電子黒
板等のICT機器が多
く活用され、生徒の
興味関心を高める授
業が行われた。生徒
が協働する場面もよ
く見られ主体性も高
められた。 

△ICT機器の活用につ
いては教科間、個人
間で差があり、使い
方や教材作成の方法
トラブル対応などに
ついて、いかに情報
共有を行っていくか
が課題である。 

  



４ 

キ
ャ
リ
ア
教
育(

進
路
指
導) 

 

〇進路意識の
高揚 
 

〇就労経験者率の
向上 

〇就労経験者
７５％以上 

〇全校集会の
活用 

〇インターン
シップの計
画・実施・
振り返り 

Ｂ 

〇進路LHR｢岱定らしん
ばん｣を４回実施し
進路意識の高揚を図
った。就労経験者率
は、約８割である。 

〇積極的な呼びかけを
行い、数名の生徒が
地元企業のインター
ンシップに参加する
ことができた。 

〇進路保障 
 
 
 
 
 
 

〇進路目標の達成
状況 

 
 
 
 
 
 

〇進路決定１
００％ 
 
 
 
 
 
 

〇生徒・保護
者の進路希
望の把握並
びに早期の
進路意識の
高揚 

〇進路情報の
提供 
〇各生徒の適

性に応じた
進路指導 

Ｂ 

〇家庭訪問や面談等で
進路希望の把握を行
い、就職や進学に向
けた進路意識の高揚
を図った。 

〇LHR等を通じて、進
路情報の提供を行っ
た。 

〇個別の企業見学や訓
練校等の見学を通し
て、生徒の適性に応
じた進路指導を行っ
た。 

〇ソーシャル
スキルの育
成 

 
 
 
 
 

〇生徒理解に基づ
く進路指導の取
組 

〇自己理解・
自己肯定感
・自己管理
能力の育成 

〇人間関係・
社会形成能
力の育成 

〇キャリアプ
ランニング
能力の育成 

〇職場訪問の
実施 

〇LHRの活用(
進路LHR｢岱
定らしんば
ん｣) 

〇特別支援教
育と連携し
たLHRの活用 

 

Ｂ 

〇生徒の就労先の企業
訪問を各担任等で行
い、進路LHR｢岱定ら
しんばん｣を実施し
生徒理解に基づく進
路指導を行った。 

〇ソーシャルスキルに
ついて特別支援教育
と連携したLHRを実
施した。 

生
徒
指
導 

〇生徒理解に
重点を置い
た生徒指導
の充実 

 
 
 

〇生徒理解研修の
充 実 

〇生徒の生育
歴や家庭環
境､交友関係
生活環境等
の情報の共
有、情報を
基にした個
別の対応 

〇連絡会等で
の生徒情報
の共有の実
施 

〇随時､生徒理
解研修を実
施 

〇登校指導、
巡回指導の
実施 

Ｂ 

○日に２回生徒情報の

共有を行い、生徒理

解及び適切な指導に

つなげることが出来

た。 

○定期的に研修を行う

ことで、生徒理解の

ブラッシュアップが

出来た。 

○生徒の変化を早期に

発見、状況の傾聴・

把握に努めることが

出来た。 

〇基本的生活
習慣の確立 

 
 

〇自律心の育成 〇校内外のル
ールの遵守 

〇巡回指導、
個人面談の
実施 

〇きめ細かな
家庭への情
報提供及び
共有 

〇進路部と連
携した、卒
業後の進路
を見据えた
指導 

Ｂ 

○適宜巡回と定期的な

面談により、落ち着

いた学習環境の維持

に努めた。 

○生徒の変化を家庭と

共有することで指導

への理解を得、問題

の深刻化を未然に防

ぐ一助となった。 

△生徒指導部での進路

のための指導は実施

したが、進路部との

連携を生かした取り

組みについては不十

分であった。 

  



５ 

 〇生徒会活動
の活 

性化 
 

○健全な心身の育
成 

のための生徒の
主 

体的な学校行事
の 
運営 

〇生徒会行事
への参加率
９０%以上 

〇コミュニケ
ーショ 
ン能力の育成 

〇生徒同士で
協働できる
体制づくり 

〇生徒の主体
的な活動に
向けた適切
な支援 

Ｂ 

○生徒会行事への参加

率は90.1%であり、目

標を達成できた。 

○生徒会行事において

生徒発案の新しい企

画を実施することが

できた。 

人
権
教
育
の
推
進 

〇人権意識の
啓発 
 

〇自己と他者の
尊重と人権課
題への理解 

〇より良い人
間関係の構
築 

〇差別につい
て正しく学
び、差別や
偏見を見抜
き、差別を
なくすため
の具体的な
行動ができ
る生徒の育
成 

〇人権学習Ｌ
ＨＲを行い
差別につい
て理解し考
える場を提
供 

〇年３回人権
だよりを発
行 

〇自己の内面
を見つめ、
他者を理解
し行動でき
ることを目
指した人権
教育の実践 

Ｂ 

〇本年は障がい者の人 
権についてメインに
取り扱い、様々な生
きづらさを感じなが
ら生きる人のことを
理解する機会を設け
た。その中で自己・
他者理解の大切さを
学ぶことができた。 

△身近にいる人のこと
だけではなく、社会
には具体的にどのよ
うな差別が起こって
いるかをより広く知
るための手立てが必
要である。 

○｢命を大切
にする心を
育む指導｣
の充実 

 
 
 
 

〇自尊感情と自
己肯定感の確
立 

〇自尊感情と
自己肯定感
の向上 

〇学級担任等
と連携 し、
個々の生徒に 
おける課題

の把握 
や支援 

〇生徒の自尊
感情・自己
肯定感を高
める教育指
導プログラ
ムの充実 

〇生徒の居場
所づくりを
意識した学
級運営 

〇外部専門機
関との連携 

Ｂ 

〇定期的に連絡会等で
生徒の状況を報告す
る機会を設け、生徒
が安心して学校生活
を送れるように努め
た。 

△生徒の自己肯定感を
高めるための具体的
な取組を進めていき
たい。 

い
じ
め
の
防
止
等 

〇いじめ及び
類似事案の
根絶 

 
 

〇他者理解及び自
尊感情の向上 

〇いじめ事案
ゼロ 

〇教育活動全
般における
人権意識の
涵養 

〇スクールロ
イヤーを活
用したいじ
め予防授業
等の実施 

〇いじめの未
然防止指導
事案発生時
の早期発見
・早期対応
生徒・保護
者・学校間
の情報共有
個別事案対
応、事後指
導に至るま
で、責任を
持った指導
の徹底 

Ｂ 

○日常的な声掛けや集

会等、生徒の人権意

識が高まるよう努め

た。 

○予定通り実施、専門

的な知見を得ること

で生徒の意識が向上

するきっかけとなっ

た。 

○現時点でいじめの発

生はない。未然防止

及び発生時の指導体

制をさらに徹底して

いきたい。 

 



６ 

地
域
連
携(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど) 

○学校運営協
議会による
地域との連
携 

〇学校運営協議会
の機能的な連携
協力体制の構築 

○学校運営協
議会委員の
意見等を反
映した学校
教育活動 

○学校運営協
議会委員の
意見等を活
かした本校
の教育活動
の改善 

Ｂ 

○学校運営協議会では
学校に対する多くの
意見や学校に対する
期待と改善点を知る
ことができた。 

 

〇荒尾市荒尾
地区協議会
との連携 

○荒尾地区協議会
運営委員会への
参加 

○地域住民へ
定時制行事
のＰＲ及び
理解 

○荒尾地区協
議会に参加
し、地域住
民へ定時制
の取組等を
説明する 

Ｂ 

○荒尾市荒尾地区協議
会運営委員会へ毎月
１回参加し、地域の
方々へ岱志高校の現
況を報告した。 

 

○荒尾市防災
対策会議との
連携 

○校内における防
災意識の高揚 

○あらゆる災
害を想定し
た防災マニ
ュアルの充
実 

○荒尾市総合
防災訓練へ
の参加 

Ｂ 

○本校は災害時物資拠
点に指定されており
荒尾市防災安全課の
指示のもと、荒尾市
職員と本校職員が連
携して訓練に参加し
た。 

△今後は地域住民参加
型の訓練へと移行す
る必要がある。 

 

環
境
教
育 

○環境美化の
充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇身のまわりの
環境整備への
意識の高揚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇清掃活動や
整理整頓等
による環境
美化の取り
組み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇教室・職員
室及び周辺
等の環境美
化に努め、
落ち着きあ
る環境作り 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

○ 職員主導ではあるが

教室などの清掃・整

備は毎日なされてい

る。 

○ 登校指導時間を利用

し、職員が校内美化

に取り組んでいる。 

○ ゴミの分別は習慣化

している。 

○教室にペットボトル

を放置している生徒

がおり、全職員で継

続的に指導していき

たい。 

特
別
支
援
教
育
の
充
実 

○特別支援教
育の職員の指
導力の向上 

〇特別支援教育
に関する職員
の知識の向上
および理解の
深化 

〇障害特性や
多様性に関
する理解の
深化と対応
の充実 

〇特別支援教
育に対する
学校対応の
UD化 

〇生徒理解研
修を定期的
に実施する 

〇障害理解、
評価、就労
支援に関す
る職員研修
を実施する 

〇特別支援教
育に関する
生徒・保護
者対応マニ
ュアルを作
成し、年間
対応をスタ
ンダード化
する 

〇保護者へ情
報提供を行
う 

Ｂ 

〇年度当初と11月に２
回の生徒理解研修を
実施した。 
各教科担当者による
「気づきシート」を
作成し、生徒の状況
を把握して、支援に
活かした。 

〇障害の理解、就労を
見据えた「個別の教
育支援計画」等の作
成に関する職員研修
を実施し、支援の方
法について理解を深
めた。 

〇就労支援について、
支援機関や巡回相談
を活用し、本人と保
護者へ情報提供がで
きた。 

△個々の生徒が将来の

生活基盤を作れるよ

うに、計画的に支援

を行うためのマニュ

アル作成を行う。 



７ 

 〇個に応じた支
援の実践 

〇学校不適応
の未然防止
および早期
対応を意識
した支援の
実践 

 

〇生徒の状況
を把握し、
情報共有を
行う 

〇要配慮生徒
の個別の教
育支援計画
等を作成す
る 

〇SC・SSW・医
療機関等と
連携して支
援を行う 

〇ケース会議
を開催して
情報共有と
支援の方策
を検討し支
援を行う 

Ｂ 

〇健康相談週間におけ
る生徒面談結果もふ
まえ、第２回生徒理
解研修を実施し支援
に活かした。 

〇特別支援教育委員会
を開催し、対象者を
検討して、個別の教
育支援計画等を作成
した。 

〇SSW、外部支援機関等

とケース会議を実施

し、卒業後の進路や

支援機関について検

討した。 

△ 本人の自己理解を促

すために定期的に本

人、保護者と面談を

実施する。 

                      ※｢成果と課題｣の部分は、○：成果 △：課題・改善・継続等 

 

４ 学校関係者評価 
（１）学校経営について 

○少人数でコンパクトな学校という利点を活かして、先生方が生徒一人一人を大切にした教
育が行われている。「岱志高校に入学させて良かった」という声も聞いている。 

○進路指導等で個別指導が行き届いている。その点をアピ－ルポイントとして発信してほし
い。 

（２）生徒指導について 
○現在、荒尾市では自転車の盗難が増えている。岱志高校でも自転車の二重ロックに取り組
んでほしい。「安心・安全で魅力ある学校づくり」を今後も推進してほしい。 

（３）地域連携について 
○毎月1回開催されている荒尾地区協議会運営員会に岱志高校からも出席して頂いている。そ
のなかで定時制便り「夕凪」が配付されており、各地区の区長も岱志高校定時制の取組を
理解している。今後も地域とのつながりを大切にしてほしい。 

 
 
 

５ 総合評価 
（１）本年度の学校教育目標について 
  ○生徒・職員ともに本校定時制に愛着を持ち、中学時代に不登校であった生徒も、夕方から

授業を受け、学校生活の楽しさを感じ取り、学校を「居場所」と捉え、充実した学校生活
を送っている。職員もまた、「生徒を第一」に考えた教育活動を引き続き実践し、生徒に
寄り添いながら指導にあたっている。 

  ○「総合的人間力の育成」については、生徒は仕事(アルバイト)と学業の両立を図りながら
生活することで、学校だけでなく社会の力を借りながらコミュニケーション力の育成に繋
げているところである。 

（２）本年度の重点目標について 
○生徒たちは中学時代に不登校を経験するなど様々な課題を抱えながらも、全体的に明るく
元気に登校している。特に今年度は、生徒会を中心に生徒たちが主体的に学校行事を運営
する様子が見られるなど、成長が感じられた。 

○教職員は多様な価値観を持つ生徒たちそれぞれの距離間を考えて、寄り添うような指導を
心掛け、家庭と連携しながら指導に当たっている。 

○「基礎学力の充実」では生徒の興味・関心を引くように、評価の観点を事前に伝えるなど
授業展開の工夫やICT機器の有効的な活用を実践している。 

（３）自己評価総括表について 
  ○職員の業務改革における「能動的な業務姿勢」をＣ評価とした。 
  ○職員の「能動的な業務姿勢」は、受け身にならず、職員自らのアイデアで、生徒の成長を促

したいとの思いで目標に掲げたが、常に指示待ちで、職員自らが考えて行動しない場面が
あった。今後は職員が多面的な視点を持ち、資質向上できるような研修を実施していきた
い。 

  ○その他、４項目がＡ評価、２３項目がＢ評価ということで、全般的には年度始めに設定し
た目標は概ね達成した。 



８ 

 
 

６ 次年度への課題・改善方策 
（１）生徒･保護者が安心･安全な学校生活を送れる｢荒定家族(あらていファミリー)｣の継続 
生徒一人一人が安心して学校生活が送れるように､教職員が生徒に寄り添い､個に応じた指導を
行い､生徒・保護者･職員が一緒に本校定時制を活気づけられるような関係づくり雰囲気づくり
を実践し､前身校からの生徒会スローガンで脈々と継承されている｢荒定家族｣を継続する。 

（２）生徒・保護者・教職員が「岱志高校定時制でよかった」と思える学校づくりの継続 

今年度の生徒・保護者へのアンケートの記述項目で「先生方の優しさ、温かさがあって、学校に

通えています。そのように接し、関わってくださることにとても感謝しています。ありがとうござ

います。（２年生保護者）」という意見を頂いた。今後も生徒・保護者から信頼を得られるよう

に、生徒・保護者･職員が｢岱志高校定時制に来てよかった｣と思える学校づくりを継続する。 
（３）ＩＣＴを活用した基礎学力の充実 

 基礎学力の向上と学習内容の定着がまだ不十分だと感じられる。不登校等で中学生までに身につ

けるべき基礎学力が不足している。その不足分はタブレット端末等を活用しながら補い、学習内

容を定着させている。そのうえで自ら学びに向かう態度をいかに育成するかが課題である。学び

で得られる充実感、達成感が感じられるような授業を、生徒の実態に即しながら職員で実践して

いきたい。具体的には公開授業期間等を活用し、授業の感想や気づきなどを職員で共有していく。 

（４）進路指導の充実 
今年度、正社員として就職した生徒は３名である。正社員雇用に向けて、今後も進路学習「岱定
らしんばん」等を充実させながら、生徒が主体的に進路意識を高める取組を実践していく。 

（５）生徒指導関係 

本年度も問題行動やいじめ事案はゼロであった。今後も問題行動の発生抑止と問題が起こった場

合の早期解決のための体制構築をさらに充実していく。 

 また、生徒会関係では学校行事に対する生徒たちの主体性は年々向上している。生徒会を中心に全

生徒を主役にする取組の表れである。しかし、少数ではあるが数名の生徒が、生徒会行事の度に欠

席している。全校生徒が楽しく活動できる企画内容を今後も検討していく。 
（６）人権教育について 
 人権ＬＨＲ等を実施し、生徒たちに人権意識の高揚を図った。但し、職員の校外での研修機会
が少なく、今後は増やしていくことが課題である。 

（７）環境教育について 

○エコキャップ運動について 
回収されたキャップがワクチンの接種の資金として利用されることについて周知した。また、
学期ごとに回収したキャップの重量を量り記録し、集会で報告した。しかし、重量を量り、記
録することについては、今年度から始めたばかりであるため経年の比較ができていない。今後
は、毎年記録し、生徒が分別に積極的に取り組むための意識付けにしたい。 

（８）特別支援教育と個に応じた生徒への対応の充実 

〇特別支援教育について 

療育手帳を取得している生徒を中心に、将来の就労に向けて、本人の自己理解を促すことが課題

である。次年度は自己理解を促すアプローチに関する職員研修を実施できるようにする。 

〇個に応じた生徒対応について 

個々の状況に応じた支援を受け、将来、就労につながるように基本的な生活習慣を確立し、健

康を維持できるよう生活の基盤作りをしていくことが課題である。 

 

 


